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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 3 9 4 9 3 4 2 1 2 3 0 0 0 0
25 * 0 0 1 6 1 2 4 3 5 8 0 0 0 0
33 * 1 2 8 15 2 2 4 2 5 7 4 2 1 0
35 * 0 0 3 6 0 0 1 3 5 8 1 0 1 3
41 * 0 0 4 11 3 3 4 1 3 4 0 0 0 0
11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
14 0 2 3 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
20 0 0 0 0 1 1 2 5 0 0 0 0 0 0 0
23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
95 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 2 0 0 0 0
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1 * 0 0 8 20 8 10 4 2 2 4 1 0 0 0
2 * 1 2 1 1 0 0 3 0 0 0 0 0 1 0
12 * 0 1 3 12 0 2 3 2 4 6 0 0 2 0
18 * 2 6 1 2 3 4 4 1 3 4 0 0 1 0
23 * 1 2 1 2 1 1 2 0 0 0 1 1 0 0
14 0 2 3 3 10 3 3 2 2 7 9 1 0 1 0
22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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南家 佳輔 11 40
龍 季弥 6 31
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安藤 渉 5 13

新宅 悠三 6

Ｆ REBOUND TO AS ST BS MIN
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流通科学大学

主審 嶋田　博昭 副審 大野　哲広

勝ち点　４
コ ー ト

戦評
総括、ゾーンディフェンスとマンツーマンディフェンスを使い分け、相手を撹乱させる立命館大学と、一度流れに乗り
だしたら止まらない爆発的な3Pシュートが武器の流通科学大学との試合。前半、完全立命館ペースで最大20点差開
き立命館がそのまま逃げ切るかと思いきや、後半から流科大がディフェンスをマッチアップゾーンに切り替え、それが
成功しどんどん点差を縮めはじめる。第4ピリオドに入ってからは流科大がディフェンスから勢いに乗り同点まで追い
つく。それでも焦らず自分たちのバスケットをし続けた立命館が勝利を収めた。
第1ピリオド、立命館＃25立野のジャンプシュートで先制する。対する流科大は＃2安藤の3Pシュートで返すものの
立命館にオフェンスリバウンドを取られ連続で失点してしまう。立命館はそこから流れにのり始め＃00上田の連続3P
シュート、＃41櫻庭、＃35福永のミドルシュート、＃33竹村の華麗なレイアップシュートが決まり一気に流科大を突き放
す。オフェンスに続きディフェンスもよくなり始めた立命館は流科大に得点を与えない。流科大も＃1藤原のフリース
ローなどで返すも立命館の堅い守りを崩すことはできず25-9で立命館がリードで終了。
第2ピリオド、立命館＃33竹村が起点となりドリブル、パス、シュートと多彩なプレーでチームを引っ張り点差を広げて
いく。しかし早い段階でチームファールに陥ってしまう立命館。流科大は交代で入った＃23龍の速攻が決まってから
ディフェンスが良くなり、相手のファールを誘発させフリースローで点差を縮め勢いに乗る。そこから＃14杜、＃23龍の
3Pシュート、＃1藤原のレイアップシュートが決まり完全に勢いに乗ったところで41-29立命館リードで前半を折り返す。
第3ピリオド、流科大がマッチアップゾーンを使い分け先に仕掛ける。そのディフェンスが成功し＃1藤原が連続得点
をする。流れを渡したくない立命館は変則的なディフェンスに惑わされて上手くボールをつなぐことができなかったが
徐々に対応し始め得点を返す。しかし流科大＃23龍が相手を読んだスティールから速攻につなぐ。また＃12新宅のミ
ドルシュートが調子を上げていき得点を重ねる。だが立命館も＃00上田のシュートが決まり始め流科大を流れに乗ら
せない。それからはどちらも点の取り合いになり59-48と立命館リードで終了。
第4ピリオド、流科大は続けてマッチアップゾーンを続け立命館を思うように攻めさせずオフェンスでは＃1藤原の
シュート、＃14杜のバスケットカウント、＃18南家の3Pシュート、レイアップシュートで一気に3点差まで詰め寄る。立命
館はたまらずタイムアウト。タイムアウト後、立命館のゴール下の要＃41櫻庭が4つ目のファールをしてしまい思うように
プレーが出来なくなってしまった。さらに＃20古倉がファールアウトをしてしまうと同時にチームファールに陥る。＃1藤
原がフリースローを一本決めとうとう同点に達する。立命館も＃41櫻庭がゴール下を、＃33竹村がきれいなティアドロッ
プシュートを決め逆転を許さない。追いつけないまま残り17秒2点差で流科大がタイムアウト。何としても止めたい流科
大だったが立命館＃33竹村がシュートを決め4点差に。しかし流科大＃12新宅が3Pシュートを決め1点差に詰める。
流科大はファールゲームに持ち込み＃00上田がフリースローを1本決め、流科大＃14杜がリバウンドとりチャンスを得
るが痛恨のパスミス。これで試合は決まり70-60と立命館が勝利を収めた。
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吉田 諒介 6
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柴田 剛希

-

古倉 勇人 1

Team / Coach:

合　　　計
42.9% 36.2%RATE

天田　英彦 -
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Team / Coach:

合　　　計
42.9% 40.0% 76.9%

流通科学大学
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杜 家騰 15
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浅村　典正


